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� 特集

平
成
30
年
間
の
古
平
町
を
振
り
返
る

特集　
令
和
元
年
と
な
り
、
は
や
１
ヶ
月
。
平
成
の
間
に

起
き
た
古
平
町
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
写
真
は
関
連
す
る
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
…
…
平
成
31
年

●
…
…
平
成
30
年

●
…
…
平
成
26
年

●
…
…
平
成
24
年

●
…
…
平
成
23
年

●
…
…
平
成
22
年

●
…
…
平
成
17
年

●
…
…
平
成
16
年

●
…
…
平
成
15
年

●
…
…
平
成
14
年

●
…
…
平
成
13
年

●
…
…
平
成
10
年

●
…
…
平
成
９
年

●
…
…
平
成
８
年

●
…
…
平
成
７
年

●
…
…
平
成
６
年

●
…
…
平
成
５
年

●
…
…
平
成
３
年

●
…
…
平
成
２
年

古
平
町
断
水
事
故

古
平
町
開
町
１
５
０
年

水
産
物
流
通
荷
捌
き
施
設
開
設
⑲

高
齢
者
複
合
施
設
「
ほ
ほ
え
み
く
ら
す
」

開
設

古
平
町
水
産
加
工
協
同
組
合
破
た
ん
⑱

古
平
小
学
校
新
校
舎
開
設
⑰

古
平
高
等
学
校
閉
校
⑯

日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
「
し
お
か
ぜ
」
開

設
⑮

第
１
回
漁
協
祭
（
前
身
の
青
空
市
場
は
Ｈ

14
か
ら
）
開
催
⑭

古
平
町
豪
雨
災
害
⑬

み
な
と
保
育
所
（
現
在
の
幼
児
セ
ン
タ
ー

み
ら
い
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
移
転

開
設
⑫

公
共
下
水
道
供
用
開
始

元
気
プ
ラ
ザ
開
設
⑪

古
平
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
⑩

古
平
漁
業
協
同
組
合
・
食
品
工
場
・
展
示

販
売
所
開
設
⑨

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
と
セ
タ
カ
ム
イ
ト
ン
ネ
ル

連
結
完
成

吉
田
一
穂
生
誕
百
年
記
念
碑
建
立
⑧

あ
い
ら
ん
ど
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
設

日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
「
一
望
館
」
開
設
⑦

古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
⑥

古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
設
⑤

古
平
中
学
校
新
校
舎
開
設
④

北
後
志
消
防
組
合
古
平
支
署
庁
舎
完
成
③

第
１
回
み
た
ら
・
や
っ
た
ら
・
く
っ
た
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
②

第
１
回
た
ら
つ
り
節
全
国
大
会
開
催
①

①②③

④

⑤

⑥

⑦

⑨
⑧
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特集

平成の国勢調査人口

平成２年 4,967

平成７年 4,654

平成12年 4,318

平成17年 4,021

平成22年 3,611

平成27年 3,188

平成の古平町長

昭和60年５月～平成５年５月 畑澤民之助

平成５年５月～平成９年５月 渡邉　厚吉

平成９年５月～平成13年６月 畑澤民之助

平成13年５月～平成29年５月 本間　順司

平成29年５月～　　　　現在 貞村　英之

●
…
…
平
成
31
年

●
…
…
平
成
30
年

●
…
…
平
成
26
年

●
…
…
平
成
24
年
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…
…
平
成
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年
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…
…
平
成
22
年
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…
…
平
成
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年
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…
…
平
成
16
年
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…
…
平
成
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年

●
…
…
平
成
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年

●
…
…
平
成
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年

●
…
…
平
成
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年

●
…
…
平
成
９
年

●
…
…
平
成
８
年

●
…
…
平
成
７
年

●
…
…
平
成
６
年

●
…
…
平
成
５
年

●
…
…
平
成
３
年

●
…
…
平
成
２
年

古
平
町
断
水
事
故

古
平
町
開
町
１
５
０
年

水
産
物
流
通
荷
捌
き
施
設
開
設
⑲

高
齢
者
複
合
施
設
「
ほ
ほ
え
み
く
ら
す
」

開
設

古
平
町
水
産
加
工
協
同
組
合
破
た
ん
⑱

古
平
小
学
校
新
校
舎
開
設
⑰

古
平
高
等
学
校
閉
校
⑯

日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
「
し
お
か
ぜ
」
開

設
⑮

第
１
回
漁
協
祭
（
前
身
の
青
空
市
場
は
Ｈ

14
か
ら
）
開
催
⑭

古
平
町
豪
雨
災
害
⑬

み
な
と
保
育
所
（
現
在
の
幼
児
セ
ン
タ
ー

み
ら
い
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
移
転

開
設
⑫

公
共
下
水
道
供
用
開
始

元
気
プ
ラ
ザ
開
設
⑪

古
平
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
⑩

古
平
漁
業
協
同
組
合
・
食
品
工
場
・
展
示

販
売
所
開
設
⑨

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
と
セ
タ
カ
ム
イ
ト
ン
ネ
ル

連
結
完
成

吉
田
一
穂
生
誕
百
年
記
念
碑
建
立
⑧

あ
い
ら
ん
ど
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
開
設

日
本
海
ふ
る
び
ら
温
泉
「
一
望
館
」
開
設
⑦

古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
⑥

古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
設
⑤

古
平
中
学
校
新
校
舎
開
設
④

北
後
志
消
防
組
合
古
平
支
署
庁
舎
完
成
③

第
１
回
み
た
ら
・
や
っ
た
ら
・
く
っ
た
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
②

第
１
回
た
ら
つ
り
節
全
国
大
会
開
催
①

⑫⑬

⑭
⑮

⑯
⑰

⑱⑲

⑩

⑪
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� 選挙

　

町
内
６
カ
所
の
投
票
所
及
び
期
日
前
投

票
所
で
行
わ
れ
た
古
平
町
議
会
議
員
選
挙

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

古
平
町
議
会
議
員
の
定
数
は
10
人
で
任

期
は
令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

４
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
21
）

古
平
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

工藤澄男
【当選５回】
無職

堀　　清
【当選５回】
農業

寶福勝哉
【当選２回】
会社役員

梅野史朗
【初当選】
会社役員

木村輔宏
【当選７回】
会社役員

髙野俊和
【当選５回】
無職

真貝政昭
【当選10回】
自営業

岩間修身
【当選６回】
会社役員

山口明生
【当選２回】
容器配達員

逢見輝續
【当選７回】
無職

平
成
31
年
４
月
21
日
執
行

新しい町議会議員を紹介します（得票順）

【開票状況】

候補者名 得票数

真貝政昭 306

梅野史朗 230

髙野俊和 210

堀　　清 195

工藤澄男 185

岩間修身 180

木村輔宏 175

寶福勝哉 164

逢見輝續 162

山口明生 145

渡邊泰央 67

池田範彦 56

有効投票 2,075

無効投票 34

投票総数 2,109

投票者数 2,109

【投票状況】

投票所 当日有
権者数

投票者総数

投票率 前　回 
投票率投票所

投票者
期日前
投票者

不在者
投票者

第１投票所
文化会館 690 566 377 161 28 82.03% 79.92%

第２投票所
漁港会館 277 220 159 61 79.42% 82.94%

第３投票所
ふれあいセンターさわえ 388 296 92 204 76.29% 76.24%

第４投票所
明和地区住民集会所 44 33 29 4 75.00% 76.60%

第５投票所
子育て支援センター

625 456 391 65 72.96% 75.17%

第６投票所
中央地区住民集会所 689 538 365 173 78.08% 77.12%

合　　計

男 1,272 972 625 335 12 76.42% 76.15%

女 1,441 1,137 788 333 16 78.90% 79.12%

計 2,713 2,109 1,413 668 28 77.74% 77.73%

翌日の当選証書授与式
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議会

第
２
回
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

　

５
月
９
日
、
選
挙
後
初
の
議
会
と
な
る

第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
選
挙
第
１
号
〉

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

議
長　

堀　
　

清

議
席
の
指
定
に
つ
い
て

　

１
番　

木
村
輔
宏

　

２
番　

逢
見
輝
續

　

３
番　

真
貝
政
昭

　

４
番　

寶
福
勝
哉

　

５
番　

梅
野
史
朗

　

６
番　

髙
野
俊
和

　

７
番　

岩
間
修
身

　

８
番　

山
口
明
生

　

９
番　

工
藤
澄
男

　

10
番　

堀　
　

清

〈
選
挙
第
２
号
〉

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

副
議
長　

岩
間
修
身

常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員　

７
名

　

委
員
長　
　

山
口
明
生

　

副
委
員
長　

逢
見
輝
續

　

委
員　
　
　

木
村
輔
宏

　

委
員　
　
　

真
貝
政
昭

　

委
員　
　
　

髙
野
俊
和

　

委
員　
　
　

岩
間
修
身

　

委
員　
　
　

工
藤
澄
男

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員　

７
名

　

委
員
長　
　

髙
野
俊
和

　

副
委
員
長　

工
藤
澄
男

　

委
員　
　
　

木
村
輔
宏

　

委
員　
　
　

逢
見
輝
續

　

委
員　
　
　

寶
福
勝
哉

　

委
員　
　
　

梅
野
史
朗

　

委
員　
　
　

岩
間
修
身

○
広
報
編
集
常
任
委
員
会　

４
名

　

委
員
長　
　

寶
福
勝
哉

　

副
委
員
長　

梅
野
史
朗

　

委
員　
　
　

山
口
明
生

　

委
員　
　
　

堀　
　

清

議
会
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　

５
名

　

委
員
長　
　

工
藤
澄
男

　

副
委
員
長　

髙
野
俊
和

　

委
員　
　
　

真
貝
政
昭

　

委
員　
　
　

寶
福
勝
哉

　

委
員　
　
　

山
口
明
生

〈
選
挙
第
３
号
〉

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
議
会

議
員
の
選
挙
に
つ
い
て　

２
名

　

堀　
　

清

　

岩
間
修
身

〈
選
挙
第
４
号
〉

後
志
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て　

１
名

　

堀　
　

清

〈
選
挙
第
５
号
〉

北
後
志
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

に
つ
い
て　

１
名

　

堀　
　

清

〈
選
挙
第
６
号
〉

北
後
志
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ

い
て　

１
名

　

堀　
　

清

〈
選
挙
第
７
号
〉

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て　

１
名

　

岩
間
修
身

〈
同
意
第
１
号
〉 

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

古
平
町
監
査
委
員
（
議
会
選
任
）
を
任

命
す
る
た
め
に
、
地
方
自
治
法
第
１
９
６

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

木
村
輔
宏

〈
同
意
第
２
号
〉　

 　
　
　

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
表
彰
審
議
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

古
平
町
表
彰
審
議
委
員
会
委
員
を
任
命

す
る
た
め
に
、
古
平
町
表
彰
条
例
第
６
条

の
２
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

○ 

町
議
会
議
員
（
令
和
元
年
５
月
１
日
～

令
和
５
年
４
月
30
日
）

　

梅
野
史
朗

　

真
貝
政
昭

　

岩
間
修
身

　

山
口
明
生

　

工
藤
澄
男

○ 

学
識
経
験
者
（
令
和
元
年
５
月
８
日
～

令
和
５
年
５
月
７
日
）

　

池
田
三
千
代

　

田
畑　
　

正

　

大
石
奈
穂
子

　

八
戸　

幸
治

　

吉
野　

太
朗

〈
議
案
第
26
号
〉　

 

　
　

〈
原
案
承
認
〉

平
成
31
年
度
古
平
町
火
葬
場
建
設
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
方
法　

 

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契

約

・
契
約
金
額　

１
億
２
１
０
０
万
円

・
契
約
相
手
方　

株
式
会
社
福
津
組

　

な
お
、
本
案
件
は
契
約
金
額
に
よ
り
議

会
の
議
決
に
付
す
案
件
で
す
。
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� 選挙／お知らせ

　
町
内
６
カ
所
の
投
票
所
及
び
期
日
前
投

票
所
で
行
わ
れ
た
、
北
海
道
知
事
選
挙
及

び
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
北
海
道
議
会
議
員

選
挙
は
定
数
を
上
回
る
立
候
補
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　
古
平
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
21
）

北
海
道
知
事
選
挙
及
び

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
結
果

平
成
31
年
４
月
７
日
執
行

【投票状況】

当日の 
有権者数

 投票者総数

投票率 前　回
投票率投票所 

投票者
期日前 
投票者

不在者 
投票者

男 1,281 765 441 307 17 61.26% 60.70%

女 1,452 889 574 300 15 64.38% 62.61%

計 2,733 1,654 1,015 607 32 63.02% 61.72%

【期日前投票　投票状況】

第１投票区 第２投票区 第３投票区 第４投票区 第５投票区 第６投票区
期日前 
投票者数

131 51 205 4 53 163 607

【開票状況】

北海道知事選挙

候補者名 得票数

鈴木　直道 1,106

石川　知裕 531

有効投票 1,637

無効投票 17

投票総数 1,654

投票者数 1,654

北海道議会議員選挙

当選者

市橋　修治

村田　憲俊

Ｂ＆Ｇ海洋センター！

◆開放期間　６月１日（土）～９月29日（日）

◆開放時間　午後１時～午後８時30分

◆料　　金　１日券　　　高校生以上　　　５０円
　　　　　　　　　　　　小・中学生　　　２０円
　　　　　　シーズン券　高校生以上　１０００円
　　　　　　　　　　　　小・中学生　　５００円

◆休館日　毎週月曜日（７月15日海の日は除く）

◆問合せ先　Ｂ＆Ｇ海洋センター生涯スポーツ係　☎４２－２３００

プールオープン！！
６月１日（土）午後１時～

～注意事項～
①�水泳帽を必ず着用してください

②�幼児が利用する場合は保護者同伴で、
水遊び用のオムツを着用の場合は、
水着を上から着用してください

③�監視員等の指示に従い、利用上の注
意を守ってください

オープン初日を無料開放いたします！
幼児用プールもあります。

今年も多くの方のご利用をお待ちしています！
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意見を述べる後志総合振興局職員

古平川へサケの稚魚を放流するようす

小型ポンプ操法のようす

　文化会館で古平町林野火災予消防対策協議会が行わ
れ、後志総合振興局やようてい森林組合などの関係機
関から10人が出席し、平成30年の林野火災被害発生
状況の確認と、今年度の林野火災予消防対策について
の話し合いが行われました。
　協議会では「林野火災は発生すると森林を元に戻す
のに時間がかかってしまう。そのため、実状にあった
林野火災対策を協議するべき」などの意見が交わされ
ていました。
　今年度の対策として、ポスターや注意旗による予防
意識の高揚や入林者に対する指導を行うことを話し合
っていました。

４
22 人的な火災を防ぐために意識高揚を

林野火災予消防対策協議会

　総合的な学習の時間の一環で古平小学校の３年生
19人がサケの稚魚2030匹を古平川に放流しました。
ふるさとを知ることで故郷古平を愛する人材を育成す
ることが目的です。
　サケの稚魚は全長２ｃｍ前後で、小樽水産高等学校の
実習所で育てたものです。子どもたちは大きな水槽から
網で稚魚をすくいプラスチックの透明なコップに入れ
た後、数を数えながら少しずつ古平川に放流しました。
　参加した野上ひなたさんは「水槽から稚魚をすくう
ところがとても楽しかったです」と話してくれました。
　旅立っていったサケの稚魚は北太平洋を回遊し、３・
４年後には70ｃｍ、３ｋｇほどに成長し古平川に帰
ってきます。

４
26 サケの稚魚2030匹を古平川へ

古平小学校サケの稚魚放流授業

　古平町西部方面で720戸の家屋を焼きつくした『古
平大火』から70年。その教訓を忘れないために、古
平消防団と北後志消防組合古平支署が消防演習を行い
ました。
　演習では整然とした小隊訓練や機敏な動きで瞬時に
的を当てる小型ポンプ操法、第１分団と第２分団で競
い合う放水競技など団員28人が真剣な表情で取り組
んでいました。
　貞村英之町長は「地域の安全における消防団の存在
は極めて大きい、今後も町民の負託に応えてほしい」
と団員らを激励。髙野俊和消防団長は「全道の消防大
会に向けて更に研鑚するとともに災害に強い町づくり
を目指していく」と答辞を述べていました。

５
10 古平大火から７０年

古平消防団消防演習

◆令和元年度古平消防団表彰状伝達者
　日本消防協会長表彰　精績章　副団長　岩谷英春
　古平町長表彰　感謝状　元部長　小野寺直幸
　　　　　　　　感謝状　元班長　真浦　實
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古
平
漁
港
東
し
ゃ
こ
た
ん

漁
協
祭 

開
催
！

　

令
和
元
年
度
古
平
漁
港
東
し
ゃ
こ
た
ん

「
漁
協
祭
」が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
　
時
　
　
６
月
９
日
、
30
日

　
　
　
　
　
　
７
月
21
日
、
９
月
29
日

　
　
　
午
前
９
時
～
売
切
れ
次
第
終
了

◆
場
　
所
　

　
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
生
産
部
前

　

鮮
魚
・
え
び
、
う
に
、
水
産
加
工
品
、

野
菜
、
果
物
の
ほ
か
ツ
ブ
な
ど
の
串
焼
き

な
ど
が
販
売
さ
れ
、
買
っ
た
鮮
魚
な
ど
を

焼
い
て
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

６
～
７
月
に
は
、
う
に
丼
も
販
売
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
!!

◇
お
問
合
せ
先

　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
生
産
部

　
☎
42-

２
５
１
８

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

毎
年
４
月
末
に
開
催
し
て
い
た
ク
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
が
、
今
年
は
６

月
１
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

私
達
の
ま
ち
古
平
町
を
一
緒
に
き
れ
い

に
し
ま
せ
ん
か
？
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
日
時　

６
月
１
日
㈯
10
時
～
約
１
時
間

○
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

み
ど
り
公
園

◇
お
問
合
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
42-

２
３
０
０

Q
　

自
宅
な
ど
土
地
や
家
屋
の
名
義
人
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、
名
義
変
更
（
相
続
登
記
）

の
手
続
き
が
必
要
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
に
手
続
き
を
進
め
た
ら
よ
い
で
す

か
？

A① 

相
続
人
全
員
で
誰
が
ど
の
よ
う
な
割
合

で
財
産
を
引
き
継
ぐ
の
か
話
し
合
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
遺
産
分
割
協
議
と
い

い
ま
す
。

② 

ほ
か
に
相
続
人
が
い
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、被
相
続
人（
亡
く
な
っ

た
方
）
の
出
生
か
ら
死
亡
時
ま
で
の
全

て
の
戸
籍
及
び
相
続
人
全
員
の
現
在
戸

籍
を
収
集
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
被
相

続
人
の
住
民
票
の
除
票
や
相
続
人
全
員

の
印
鑑
証
明
書
、
新
た
な
名
義
人
と
な

る
方
の
住
民
票
な
ど
が
必
要
で
す
。

③ 

相
続
人
が
確
定
し
た
ら
、
①
で
話
し

合
っ
た
結
果
を
書
面
に
残
し
、
相
続
人

全
員
が
実
印
を
押
印
し
ま
す
（
遺
産
分

割
協
議
書
の
作
成
）
。

④ 

全
て
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
土
地
や
家
屋

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
へ
相
続

登
記
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
審
査
が
終

わ
る
と
登
記
識
別
情
報
（
権
利
証
）
が

交
付
さ
れ
、
手
続
き
は
完
了
で
す
。

　　

遺
言
書
が
あ
る
場
合
は
、
話
し
合
い
で

は
な
く
遺
言
書
に
従
っ
て
名
義
を
変
更
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
続
登
記
手
続
き
で

お
困
り
の
際
は
、
登
記
の
専
門
家
で
あ
る

司
法
書
士
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局　

　
☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

sap
por

o

　

札
幌
司
法
書
士
会　

　
☎
０
１
１-

２
７
２-

９
０
３
５

（
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
予
約
）

※
小
樽
市
に
も
相
談
所
を
設
け
て
い
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

htt
p:/

/www.
sih

osyosi
.or.jp/

第６回

登
記
・
相
続
に
関
す
る
Q
＆
A

～ 

相
続
登
記
の
手
続
き
方
法
は
？ 

～

昨年のクリーンフェスティバルの様子

昨年の漁協祭の様子
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法
人
道
民
税
の
申
告
を
電
子
で

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び
地
方
法
人

特
別
税
の
申
告
及
び
各
種
申
請
・
届
出
を

電
子
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
利
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

●
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.eltax.jp/

●
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.hokkaido

◇
お
問
合
せ
先

　

 

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部
課
税
第

一
課

　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
０
８
３

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生　

陸
・
海
・
空
（
男

子
・
女
子
）
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
候

補
生
・
一
般
曹
候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18

歳
以
上
33
歳
未
満
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登
山
な
ど

の
野
外
活
動
で
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い

や
共
同
作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
期
間　

７
月
30
日
～
８
月
３
日

○
場
所　

 

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー

○
定
員　

日
本
人
80
名　

外
国
人
20
名

○
対
象　

小
学
３
～
６
年
生

○
内
容　

 

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、

野
外
炊
飯
体
験
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー

ム
、
星
空
観
察

○
締
切　

７
月
５
日
㈮

○
費
用　

約
10
万
円

◇
お
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７-

15-

４

　

☎
03-

６
４
１
７-
９
７
２
１

　

Mail  info@kskk.or.jp

ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
に
は
、
次
の
条
件
を
満

た
せ
ば
加
入
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

●
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

●
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

　

（
農
業
者
年
金
加
入
者
を
除
く
）

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居

住
さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意
加

入
さ
れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

① 

掛
金
の
全
額
が
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。
老
後
に
受
け
取
る
年
金
は
「
公

的
年
金
等
控
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

② 

加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受
け
取
る
年

金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
に

合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で
き
ま
す
。

③ 

保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保
証
期
間
内

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
遺
族
の
方
に

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
２
０-

65-

４
１
９
２

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
募
集
中
で
す

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署

で
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
受
験
資
格　

　

高
卒
見
込
み
の
者
及
び

　

高
卒
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
申
込
受
付

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

６
月
17
日
～
26
日

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html.

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局
（
０
１
１-

２

４
１-

１
２
４
８
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

③
試
験
日

○
第
１
次
試
験
（
基
礎
能
力
、
適
性
、
作
文
）

　

９
月
１
日
㈰

○
第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
・
身
体
検
査
）

　

10
月
９
日
～
18
日
の
内
指
定
す
る
日

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３
（
内
線
13
）

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

　
　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

６
月
２
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
21-

４
５
７
０
）

６
月
９
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
48-

５
０
０
０
）

６
月
10
日
（
月
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
21-

５
５
６
６
）

６
月
16
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

 

（
☎
22-

３
９
８
９
）

６
月
23
日
（
日
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

 

（
☎
23-

５
５
３
３
）

６
月
30
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
22-

７
０
０
１
）

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

 

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科
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４
月
13
日
、
古
平
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団

式
が
古
平
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
団
員
14
人
が

今
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
古
舘
団
長

（
小
学
校
教
頭
）
が
「
今

年
も
勝
利
す
る
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
、
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
、

感
謝
す
る
こ
と
の
３
つ
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。
団
員
た
ち
は
真

剣
に
話
を
聞
き
、
挨
拶
時

に
は
帽
子
を
取
る
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
振
る

舞
い
で
し
た
。

　

主
将
を
務
め
る
古
平
小

学
校
６
年
の
井
端
琉
翔
く

ん
は
「
今
年
は
勝
利
に
こ

だ
わ
り
、
悔
い
の
残
ら
な

い
１
年
に
な
る
よ
う
に
、

試
合
で
も
練
習
で
も
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
一
球
一

球
を
大
切
に
全
力
で
プ
レ

イ
し
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
指
導
者
の
紹
介
や

写
真
撮
影
を
行
い
今
年
の

結
団
式
は
幕
を
と
じ
ま
し

た
。

部
員
増
員
!! 

力
を
合
わ
せ
て
今
年
も
勝
つ
！ 

古
平
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

背番号12番

村木　葵
あおい

美国３年

背番号11番

梶原晟
せ

勢
い

古平４年

背番号８番

坂田陵
りょう

弥
や

古平４年

背番号７番

鈴木鼓
こ

堂
どう

美国４年

背番号５番

髙橋颯
そう

太
た

美国５年

背番号６番

山寺流
る

騎
き

斗
と

古平５年

背番号４番

堀　樹
じゅ

蘭
ら ん

古平５年

背番号９番

佐藤奏
そう

輔
す け

古平４年

背番号14番

梶原康
こ

生
う

古平１年

背番号13番

佐藤大
たい

智
ち

古平２年

背番号３番

村木健
けん

太
た

美国５年

背番号２番

鈴木雅
みや

乃
の

美国６年

背番号10番

井端琉
りゅう

翔
と

古平６年

背番号１番

原　汰
たい

綺
き

美国６年

団
員
を
紹
介
し
ま
す
！

決意表明をする井端琉翔主将

結団式後の団員



2019.6�広報ふるびら11

くらし／投稿

雪
と
け
て
花
の
菜
を
待
つ
家
の
裏
浅
葱
蕗
も
姿
見
せ
を
り�

泉　
　
　
清　
三

お
彼
岸
に
小
雨
ふ
る
中
菩
提
寺
の
揺
る
る
灯
火
は
和
み
て
ゆ
き
ぬ�

坂　
本　
信　
子

春
の
陽
に
芽
吹
き
す
す
み
て
緑
増
し
唐
松
の
丘
大
き
く
見
ゆ
る�

鈴　
木　
時　
子

テ
レ
ビ
に
は
春
の
花
々
満
開
に
北
国
の
春
ま
だ
ま
だ
遠
く�

田　
中　
香　
苗

自
家
製
の
糠
漬
大
根
食
べ
頃
で
食
事
の
後
に
二
切
れ
三
切
れ�

寺　
田　
カ
ツ
子

見
ま
し
た
と
声
を
掛
け
ら
れ
嬉
し
く
て
早
速
ひ
ら
く
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー�

今　
泉　
ベ　
ル

朝
明
け
の
雪
に
残
れ
る
足
跡
は
お
な
か
す
か
せ
し
動
物
ら
し
き�

玉　
谷　
美
都
子

古
平
町
岬
短
歌
会

そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
の
あ
り
し
祭
笛

雨
雲
を
祭
太
鼓
の
遠
去
け
る

郷
愁
の
音
色
と
な
り
ぬ
祭
笛

�

渡　
辺　
嘉　
之

漢
ら
の
力
み
な
ぎ
る
夏
来
る

白
牡
丹
潮
の
香
に
酔
ひ
人
に
酔
ひ

矢
車
の
一
陣
の
風
強
か
り
し

�

室　
谷　
弘　
子

薔
薇
園
の
五
感
く
す
ぐ
る
香
の
甘
さ

由
緒
あ
る
屋
敷
解
か
る
る
花
菖
蒲

更
衣
釦
の
糸
の
伸
び
て
を
り

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

本の海より ～道立図書館の新刊書が借りられます！～
　

こ
の
度
、
文
化
会
館
図
書
室
で

は
、
北
海
道
立
図
書
館
の
新
刊
書

貸
出
し
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て

約
８
０
０
冊
の
新
刊
書
を
貸
し
出

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月

約
１
０
０
冊
程
度
の
新
刊
書
が
届

く
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

文
化
会
館
図
書
室
へ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
本
は
年
度
末
に
道
立
図
書

館
に
返
却
し
ま
す
。
紛
失
・
破
損

な
ど
な
い
よ
う
に
大
切
に
扱
っ
て

く
だ
さ
い
。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

～５月分新刊書（100冊）～
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幼児センターの活動

　４月26日、幼児センターみ
らいで子どもの日の会が開か
れ、ほし組からたいよう組まで
の園児が参加し子どもの日の由
来などを学びました。会では園
児たちが自分で作った兜やこい
のぼりについて「折り紙で目を
作りました」「鯉の鱗を切り絵で
表現しました」とみんなの前で
発表したり、こいのぼりの歌に
合わせて踊りを楽しんでいまし
た。たいよう組の齋藤湊翔くん
は「こいのぼり列車やしっぽと
りがとっても楽しかった」と笑
顔で話してくれました。

12

広
報 

ふ
る
び
ら 

６
月
号

令
和
元
年
５
月
24
日
発
行
第
５
２
３
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

 

氏
　 

名 

年
齢 

死
去
月
日 

町
内

谷た
に

間ま

　
賢け

ん

一い
ち

さ
ん 

91
歳 

４
・
９ 

浜
　
三

渡わ
た

辺な
べ

ミみ

ヨよ

シし

さ
ん 

85
歳 

４
・
13 

本
　
町

髙た
か

野の

　
太た

郎ろ
う

さ
ん 

93
歳 

４
・
23 

銀
　
座

齊さ
い

藤と
う

サさ

ツつ

コこ

さ
ん 

72
歳 

４
・
27 

浜
　
一

金か
ね

子こ

　
　
實

み
の
る

さ
ん 

87
歳 

５
・
５ 

旭
　
町

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人口� 3,014人　�（－23）

　男　�1,428人　�（－６）

　女　�1,586人　�（－17）

世帯数�1,708世帯�（－12）

外国人� 40人　�（－３）

　男　� 2人　�（�０�）

　女　� 38人　�（－３）

平成31年４月末日現在
住民基本台帳人口

 

氏
　 

名 

生
年
月
日 

保
護
者 

町
内

相あ
い

内う
ち

　
陽ひ

な

た向
ち
ゃ
ん 

5
・
1 

秀
海
さ
ん 

入
船
町

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

子どもの日の会

交通安全教室
　５月８日には、園児が交通ルールを学んだり
事故に遭わないために交通安全教室が行われま
した。教室では担当保育士が園児たちに「横断
歩道はどうやって渡ればいいかな？」と問いか
けると、ほとんどの園児が元気に正しい渡り方
を答えていました。また、ヤマト運輸の方によ
る実技指導や、古平駐在所の宮本所長のお話な
ど充実した１時間でした。たいよう組の瀧野至
くんは「横断歩道の渡り方がわかり面白かった」
と話していました。
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